
　

祝
祭
的
と
な
る
終
楽
章
の
終
わ
り
で
は
、

第
３
楽
章
の
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
主
題
が
回
帰

す
る
。
元
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
首
席
の
ヨ

ル
グ
・
ブ
リ
ュ
ッ
ク
ナ
ー
ら
に
よ
る
ホ
ル
ン

の
強
奏
は
、
前
楽
章
の
重
苦
し
さ
や
苦
悩
か

ら
一
転
、
闇
の
向
こ
う
に
あ
る
光
を
感
じ
さ

せ
た
。 

ペ
リ
ー
演
出 

妖
精
の
世
界
現
代
に

物
語
に
引
き
込
む
沖
澤
の
指
揮 

　

今
年
の
Ｏ
Ｍ
Ｆ
で
は
、
ブ
リ
テ
ン
の
オ
ペ

ラ
《
夏
の
夜
の
夢
》も
最
良
の
果
実
と
な
っ

た
（
８
月
17
、
20
、
24
日
。
ま
つ
も
と
市
民

芸
術
館
）。
ブ
リ
テ
ン
は
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
と
親
交
を
結
ん
だ
同
時
代
人
で
あ

り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
完
成
の

１
９
４
８
年
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
の
オ

ー
ル
ド
バ
ラ
で
音
楽
祭
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

の
ち
に
《
戦
争
レ
ク
イ
エ
ム
》
を
作
曲
す
る

ブ
リ
テ
ン
に
は
、
戦
後
の
平
和
に
寄
与
し
よ

う
と
す
る
思
い
が
あ
り
、
59
年
に
作
曲
さ
れ
、

60
年
に
上
演
さ
れ
た
こ
の
オ
ペ
ラ
に
も
社

会
の
中
で
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
能
動

的
な
意
志
が
う
か
が
え
る
。

　

Ｏ
Ｍ
Ｆ
の
上
演
は
、
見
て
、
聴
い
て
幸
福

感
に
満
た
さ
れ
る
舞
台
だ
っ
た
。
ロ
ラ
ン
・

ペ
リ
ー
の
演
出
は
、
読
み
替
え
演
出
の
対
極

に
あ
り
、
妖
精
た
ち
が
飛
び
回
る
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
の
世
界
を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ

る
。
沖
澤
の
ど
か
の
指
揮
は
、
よ
ど
み
な
く
、

流
れ
が
自
然
で
、
聴
く
者
を
物
語
の
中
に
引

き
込
む
。
そ
も
そ
も
ブ
リ
テ
ン
は
、
地
元
の

仕
掛
け
が
息
を
の
む
よ
う
に
展
開
す
る
。

　

前
奏
曲
か
ら
「
愛
の
死
」
へ
の
移
り
行

き
で
は
、
低
弦
が
比
類
な
い
存
在
感
を
放
つ
。

ふ
つ
う
な
ら
経
過
部
と
し
て
な
に
げ
な
く

通
り
す
ぎ
る
と
こ
ろ
で
、
音
が
も
の
を
言
う
。

愛
が
や
が
て
成
就
す
る
死
の
世
界
の
暗
示

だ
ろ
う
か
。
続
い
て
高
ま
っ
て
い
く
イ
ゾ

ル
デ
の
愛
の
独
白
は
感
情
の
奔
流
と
な
る
。

と
り
わ
け
非
凡
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
終
結

に
向
か
う
ハ
ー
プ
だ
っ
た
。
息
絶
え
る
イ
ゾ

ル
デ
を
優
し
く
抱
く
よ
う
な
音
。
天
か
ら

降
る
そ
の
響
き
こ
そ
、
指
揮
者
と
奏
者
の
創

造
性
が
掛
け
合
わ
さ
れ
、溶
け
合
う
中
か
ら

生
ま
れ
た
表
現
だ
っ
た
ろ
う
。

　

後
半
は
マ
ー
ラ
ー《
大
地
の
歌
》。
サ
ー

シ
ャ
・
ク
ッ
ク
（
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）と
、ク

レ
イ
・
ヒ
リ
ー（
テ
ノ
ー
ル
）を
迎
え
、
ま
さ

に
世
界
水
準
と
い
う
べ
き
演
奏
と
な
っ
た
。

　

終
楽
章
の
「
告
別
」で
は
、
光
と
影
の
表

情
が
色
濃
い
。
マ
ー
ラ
ー
が
細
や
か
に
つ

け
た
感
情
の
起
伏
が
、
精
密
に
再
現
さ
れ
る
。

「
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は 

心
地
よ
い
歌
と
な
り 

闇
を
伝
う
」（
訳・舩
木
篤
也
）と
ア
ル
ト（
原

曲
の
指
示
）が
歌
い
だ
す
直
前
、
夜
の
し
じ

ま
に
響
く
夜
泣
き
鳥
の
よ
う
な
オ
ー
ボ
エ

と
、
フ
ル
ー
ト
・
ソ
ロ
の
味
わ
い
。
大
地
の

夜
の
眠
り
の
中
で
、
人
々
が
「
と
う
に
忘
れ

た
幸
福
と
青
春
を 

ふ
た
た
び
習
い
そ
め
る
」

と
歌
う
場
面
で
は
、
第
１
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が

そ
の
輝
き
を
ド
ル
チ
ェ
の
限
り
を
尽
く
し
て

表
現
す
る
。
マ
ー
ラ
ー
は
、「
優
し
く 

情
熱

的
に
」と
指
示
を
書
き
込
ん
で
い
る
。

　

平
穏
な
ま
ど
ろ
み
や
夢
ば
か
り
が
描
か

れ
る
の
で
は
な
い
。
マ
ー
ラ
ー
特
有
の
振
幅

の
激
し
さ
が
30
分
弱
の
楽
章
の
中
間
で
現

れ
る
。「
お
お 

な
ん
と
い
う
美
！ 

お
お 

や

む
こ
と
な
き
愛
と
い
の
ち
に 

酔
え
る
こ
の

世
！ 

」と
現
世
の
賛
歌
が
歌
わ
れ
た
後
、
タ

ム
タ
ム
が
響
き
、
世
界
は
暗
転
す
る
（
練
習

番
号
38
─
）。
バ
ス
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
主
導

さ
れ
る
低
音
楽
器
が
不
気
味
な
音
型
を
繰

り
返
す
。
ヴ
ァ
ル
チ
ュ
ハ
の
指
揮
棒
か
ら
繰

り
出
さ
れ
る
表
現
は
鋭
角
的
だ
っ
た
。
歌

唱
が
戻
っ
て
も
続
く
長
い
ト
ン
ネ
ル
。
マ
ー

ラ
ー
個
人
の
死
の
不
安
や
恐
怖
と
い
う
よ

り
、
１
９
１
１
年
５
月
18
日
の
作
曲
者
の
死

後
（《
大
地
の
歌
》初
演
は
同
年
11
月
20
日
）、

相
次
い
で
起
き
た
二
つ
の
世
界
大
戦
の
予

感
と
も
、
あ
る
い
は
２
０
２
５
年
の
今
の
世

界
状
況
の
映
し
と
も
と
れ
る
闇
の
深
さ
を

思
わ
せ
る
。

　

だ
が
、
曲
に
は
再
び
、
光
と
ぬ
く
も
り
が

戻
る
。「
大
地
は 

い
ず
こ
も
春
と
も
な
れ
ば

花
を
咲
か
せ 

新
た
な
緑
に
覆
わ
れ
る
！ 

限

り
な
く 

そ
し
て
永
久
に
遥
か
な
彼
方
は 

蒼

く
輝
く
！ 

永
久
に
… 

永
久
に
…
」。ewig 

（
永
久
に
）の
弱
音
の
歌
声
は
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
溶
け
合
い
、
チ
ェ
レ
ス
タ
と
マ
ン
ド
リ

ン
が
き
ら
き
ら
と
水
が
輝
い
て
弾
け
る
よ

う
に
重
な
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
チ
ュ
ハ
に
は
、《
ト

リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
》の
「
愛
の
死
」
の

終
結
の
ハ
ー
プ
と
こ
の
部
分
を
結
び
合
わ

せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
く
る
。
２
曲
は
「
浄
化
」と
い
う
一
本

の
線
で
つ
な
が
れ
、響
き
合
っ
た
。

樫
本
大
進
の
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

協
奏
曲
第
１
番
で「
心
の
歌
」体
現

　

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
が
マ
ー
ラ
ー
の
音

楽
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
、
以

前
も
こ
の
欄
で
書
い
た
。
樫
本
大
進
が
こ
の

８
月
、
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ 

松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
Ｏ
Ｍ
Ｆ
）で
弾
い
た
の
は
、
そ
の
シ

ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
第
１
番
（
８
月
23
日
、
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ

ー
ル
。
共
演
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ソ
デ
ィ

指
揮
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）。

こ
の
曲
は
、
１
９
４
７
年
７
月
～
48
年
３
月

に
作
曲
さ
れ
た
。
ソ
連
社
会
は
ヒ
ト
ラ
ー
の

文  

藤
盛
一
朗

《
大
地
の
歌
》暗
転
の
後
の
浄
化

　
　
平
和
の
希
望
伝
え
る
《
夏
の
夜
の
夢
》

聴
衆
の
顔
を
思
い
描
き
な
が
ら
作
曲
を
し

た
だ
ろ
う
。
松
本
の
児
童
・
生
徒
が
児
童

合
唱
を
担
っ
た
よ
う
に
、
初
演
時
に
は
オ
ー

ル
ド
バ
ラ
の
子
供
た
ち
に
合
唱
の
機
会
を

与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

妖
精
が
振
り
か
け
る
惚
れ
薬
は
思
わ
ぬ

結
果
を
生
む
が
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
「
間

違
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
」と
弁
解
す
る
妖
精

パ
ッ
ク
の
表
情
の
お
か
し
み
。
男
声
歌
手
た

ち
の
大
根
役
者
ぶ
り
が
笑
わ
せ
る
劇
中
劇

で
は
「
皆
を
喜
ば
そ
う
と
思
っ
た
か
ら
」と

い
う
言
葉
が
心
に
響
く
。

　

ブ
リ
テ
ン
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
作
品
を

基
に
し
た
「
喜
び
」の
創
造
を
通
し
、
社
会

や
文
化
の
再
生
を
図
ろ
う
と
し
た
。
光
や

希
望
の
存
在
を
伝
え
る
の
は
、
闇
や
暴
力
を

描
く
よ
り
難
し
い
。
マ
ー
ラ
ー
や
シ
ョ
ス
タ

コ
ー
ヴ
ィ
チ
、
ブ
リ
テ
ン
が
そ
の
こ
と
に
取

り
組
ん
だ
意
味
を
か
み
し
め
る
。
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ド
イ
ツ
に
勝
利
し
た
歓
喜
と
高
揚
の
中
に

あ
り
、独
裁
者
を
偉
大
な
父
と
称
え
る
個
人

崇
拝
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
勢
い
を
増
し
た
が
、

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
心
は
、
む
し
ろ
別

の
「
声
」を
聴
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
戦
争

で
命
を
落
と
し
た
国
民
で
あ
り
、
前
線
の
兵

士
で
あ
り
、
そ
し
て
戦
争
以
前
、
政
権
に
よ

る
大
テ
ロ
ル
（
粛
清
）の
暴
力
に
よ
っ
て
理

不
尽
に
生
命
を
奪
わ
れ
た
多
く
の
人
々
の

声
だ
っ
た
。

　

樫
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
第
１
楽
章

「
ノ
ク
タ
ー
ン
」の
弾
き
だ
し
か
ら
、
そ
の
心

の
声
を
体
現
し
た
。
ホ
ー
ル
の
す
み
ず
み
に

ゆ
き
わ
た
る
深
い
音
。
全
曲
の
頂
点
で
あ

る
第
３
楽
章
カ
デ
ン
ツ
ァ
の
表
現
も
、
慟
哭

や
激
し
い
抗
議
と
い
う
よ
り
、
命
の
温
か
み

を
感
じ
さ
せ
、個
の
尊
厳
を
思
わ
せ
る
。ショスタコーヴィチのヴァイオリン協奏曲を演奏する樫本大進

（8月23日、キッセイ文化ホール　©大窪道治）

《夏の夜の夢》の劇中劇の1 シーン
（8月20日、まつもと市民芸術館　©大窪道治）

指
揮
を
す
る
ヴ
ァ
ル
チ
ュ
ハ 

（
８
月
19
日
、サ
ン
ト
リ

ー
ホ
ー
ル  ©

読
売
日
本
交
響
楽
団　

撮
影
＝
藤
本
崇
）

《大地の歌》を演奏するヴァルチュハ指揮読響、クック（中央左）、ヒリー（同右） 
©読売日本交響楽団　撮影＝藤本崇

　

音
そ
の
も
の
が
物
語
る
、
伝
え
る
力
。
そ

の
音
へ
聴
き
手
を
惹
き
つ
け
る
力

─
。

こ
の
８
月
、
読
売
日
本
交
響
楽
団
を
指
揮
し

た
ユ
ラ
イ
・
ヴ
ァ
ル
チ
ュ
ハ
は
、
並
外
れ
た

手
腕
を
印
象
づ
け
た
。
練
達
の
奏
者
た
ち

の
力
が
１
２
０
％
引
き
出
さ
れ
、
そ
れ
が
倍

音
の
よ
う
に
幾
重
も
の
相
乗
的
な
音
の
ド

ラ
マ
と
な
っ
て
客
席
に
届
く
（
８
月
19
日
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）。 

ヴ
ァ
ル
チ
ュ
ハ
指
揮
読
響

闇
の
深
さ
や
光 

精
密
に
表
現 

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
の《
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル

デ
》前
奏
曲
と「
愛
の
死
」。冒
頭
の
チ
ェ
ロ
と
、

オ
ー
ボ
エ
の
弱
音
の
不
確
か
さ
を
漂
わ
せ
る

音
の
進
行
が
、逆
に「
あ
こ
が
れ
」と
い
う
物

語
の
実
在
感
を
生
む
。ワ
ー
グ
ナ
ー
の
音
の
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